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お知らせ
　今年も、通信員会議を開催しま
す。取材記事を作成しながら、通
信員同士の交流を深めたいと思い
ます。
日時　11月15日（土）
　　　午前10時～午後3時30分
会場　産業技術記念館
　　　（名古屋市西区則武新町）
備考　繊維機械・自動車などを取
　　　材します。
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八
月
三
十
一
日
（
日
）
、
全

建
愛
知
会
館
に
て
「
第
二
次
／

一
万
三
千
人
五
ヶ
年
計
画
」
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
組

織
拡
大
出
陣
式
（
生
活
習
慣
病

予
防
推
進
本
部
大
会
）
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
、
役
職
員
総
勢
八
十

二
名
が
参
加
し
、
秋
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
に
向
け
、
組
織
拡

大
行
動
へ
の
士
気
高
揚
と
意
志

統
一
を
図
り
ま
し
た
。
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組
合
員
の
ト
ラ
ッ
ク
等
に
、

組
合
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を

貼
り
、
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を

掲
げ
て
、
各
地
域
の
建
築
現
場

な
ど
を
訪
問
し
、
組
合
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
部
の
役
員
に
よ
り
、
組
合

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
請
求
チ

ラ
シ
、
そ
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
等
を

配
布
す
る
な
ど
、
今
年
度
も
各

支
部
で
特
色
を
活
か
し
た
組
織

拡
大
行
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
そ
の
中
、
天
白
・
一
宮
支
部

の
二
支
部
の
組
織
拡
大
行
動
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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九
月
十
二
日
（
金
）
、
班
長
・

主
婦
の
会
の
計
十
四
名
で
三
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
天
白
区
・
三

好
町
・
東
郷
町
方
面
へ
行
き
ま

し
た
。

　
あ
る
現
場
で
、
大
工
の
服
部

さ
ん
が
「
労
災
保
険
に
入
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
、

ど
こ
に
入
ろ
う
か
迷
っ
て
い

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　

　
組
合
の
労
災
・
健
保
・
共
済

と
色
々
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
、
詳

し
い
こ
と
は
、
本
部
で
聞
く
様

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
行
っ
た
現
場
・
現
場

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
熱
心
に

話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち

が
加
入
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

の
で
す
が
…
」

　
　
　
【
森
安
か
よ
子
通
信
員
】
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九
月
十
二
日
（
金
）
、
支
部

班
長
六
名
が
参
加
し
、「
一
宮
支

部
組
織
拡
大
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
　

　
ま
ず
出
陣
式
を
行
い
、
一
致

恩
温
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恩 温桶桶

　　建築現場を訪問して、　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　熱心に組合制度を説明する役員（左）

団
結
し
車
に
乗
り
込
み
、
一
宮

市
内
を
西
に
東
に
と
建
築
現
場

を
見
つ
け
て
は
飛
び
込
み
で
勧

誘
に
廻
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事

前
に
調
べ
て
お
い
た
現
場
や
、

建
設
事
務
所
に
も
訪
問
し
ま
し

た
。
　

　
資
料
一
式
入
っ
た
封
筒
と
粗

品
の
タ
オ
ル
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

渡
し
な
が
ら
、
一
軒
一
軒
、
頭

を
下
げ
て
廻
り
ま
し
た
。
突
然

の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど

の
職
人
さ
ん
も
拒
否
反
応
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
話
し
を
聞
い

て
く
だ
さ
り
「
ホ
ッ
」
と
し
ま

し
た
。

　
作
業
中
の
た
め
、
丁
寧
な
説

明
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ま
ず
は
全
建
愛
知
を
知
っ
て
も

ら
う
第
一
歩
で
す
。

　
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
未

加
入
者
の
方
に
伝
え
、
組
織
拡

大
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
　
　

　
　
　
　
【
酒
井
八
代
己
　
記
】

　
原
油
価
格
高
騰
・
建
設
資
材

や
生
活
物
資
の
相
次
ぐ
値
上
げ

な
ど
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
仲
間

の
仕
事
や
暮
ら
し
は
危
機
的
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
全
建
総
連
で
は
、
全
国
の
仲

間
か
ら
の
「
仕
事
が
な
い
」
と

い
う
切
実
な
声
を
受
け
、
こ
う

し
た
建
設
不
況
を
打
開
す
る
た

め
、
九
月
二
十
九
日
（
月
）
社

会
文
化
会
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）
に
四
十
四
県
連
・
組
合
か
ら

一
千
五
十
八
名
が
集
結
し
、「
全

建
総
連
九
・
二
九
建
設
不
況
打

開
・
生
活
危
機
突
破
緊
急
中
央

決
起
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
中
央
執
行
委
員
長
よ

り
、
「
建
設
不
況
を
打
開
・
突

破
し
、
未
来
あ
る
建
設
産
業
を

築
き
上
げ
る
歴
史
的
な
こ
の
闘

い
に
、
皆
さ
ん
先
頭
に
立
っ
て

奮
闘
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
不
況
打
開
・
生
活
危
機
突
破

　
「
大
衆
増
税
反
対
。
増
税
は
許

し
ま
せ
ん
」
と
、
声
を
高
々
と

訴
え
る
の
は
、
新
山
税
金
対
策

部
長
で
す
。

　
国
は
、
こ
れ
ま
で
高
額
所
得

者
・
大
企
業
に
減
税
を
し
な
が

ら
、
私
た
ち
に
は
、
所
得
控
除

縮
小
・
廃
止
、
給
与
所
得
控
除

縮
小
な
ど
を
行
い
、
未
だ
増
税

路
線
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
十
五
日
（
木
）
新
山

税
金
対
策
部
長
は
じ
め
、
部
員
三

名
と
書
記
長
、
書
記
局
員
五
名
の

総
勢
十
名
で
、
金
山
総
合
駅
を
行

き
来
す
る
大
勢
の
方
々
に
、
「
大

チラシを渡す新山税対部長（左）

　
閉
会
挨
拶
で
は
、
山
田
中

央
副
執
行
委
員
長
の
力
強
い

緊
急
中
央
決
起
集
会

全建総連
9．29

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
決
起
集
会

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
雨
の
降
る
中
デ
モ

行
進
を
行
い
、
国
会
議
員
面
会

所
前
で
は
国
会
議
員
に
請
願
書

を
手
渡
し
、
要
求
実
現
に
向
け

「
仕
事
よ
こ
せ
」
な
ど
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
声
高
々
と
あ

げ
ま
し
た
。

衆
増
税
反
対
」
を
強
く
訴
え
な
が

ら
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
小
雨
の
降
る
中
、
足
早
に
駅

を
利
用
す
る
方
々
は
、
増
税
に

関
し
不
満
を
持
つ
方
が
多
く
、

私
た
ち
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　
生
活
を
圧
迫
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
中
で
、
大
衆
に
更
な

る
増
税
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
政
府
の
無
駄
遣
い
を
な
く

す
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
べ
き

で
す
。

　
今
後
も
、
全
建
愛
知
は
断
固

と
し
て
大
衆
増
税
反
対
を
訴

え
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
い
け
る
よ
う
運
動
し
て
い
き

ま
す
。

作
業
場
を
訪
問
す
る
役
員
（
右
）

各
支
各
支
部部
、、
拡
大
に
全
力
を

拡
大
に
全
力
を
注注
ぐぐ

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組
合合

組織拡大強化月間
9月～11月

大
衆
増
税
反
対
行
動
実

大
衆
増
税
反
対
行
動
実
施施

金
山
総
合
駅
で
増
税
反
対
を
訴
え

金
山
総
合
駅
で
増
税
反
対
を
訴
え
たた

税金対策部
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回
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全
建
総
連
第
四
十
九
回
定
期

大
会
が
十
月
十
五
日
（
水
）
～

十
七
日
（
金
）
に
、
山
口
市
民

会
館
（
山
口
県
山
口
市
）
で
開

催
さ
れ
、
全
国
の
仲
間
一
千
三

百
八
十
八
人
が
集
結
し
ま
し

た
。
　
組
合
か
ら
は
、
四
役
専
門
部

全
建
総
連
第
四
十
九
回
定
期
大
会

分
科
会
議
長
に
上
野
労
対
部
長

全国から1,388人が集結

長
等
は
じ
め
、
総
勢
二
十
名
で

参
加
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
に
て
、
運
動
方
針

案
が
提
案
さ
れ
、
白
熱
し
た
討

議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
、
第
二
分
科
会
（
労

働
対
策
部
）
で
は
、
全
建
愛
知

／
上
野
労
働
対
策
部
長
が
分
科

会
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
大
会
の
詳
細
は
、
十
二
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
か
ら
、
健
康
診
断
は

　
医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。
中
建
国
保
に

　
未
加
入
の
組
合
員
は
加
入
し

　
て
い
る
医
療
保
険
者
（
市
町

　
村
・
社
会
保
険
等
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安
全

　
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し
て

　
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受
診

で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支
部
に

関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場

で
も
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

健
診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願願

い
し
ま
す

　
い
し
ま
す
。。（
中
建
国
保
の

（
中
建
国
保
の
組組

　
合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お

合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お
伝伝

　
え
く
だ
さ
い

え
く
だ
さ
い
））

②②
予
約
は
、
二
週
間
前
ま
で
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

③
組
合
よ
り
「
健
康
診
断
受
診

　
券
」
を
発
行
・
郵
送
し
ま
す
。

④
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
診
断
受
診
券
」
「
健
康

　
保
険
証
」
を
提
出
し
て
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

　
い
と
受
診
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 契
約
健
診
機
関
以
外

契
約
健
診
機
関
以
外
でで

受
診
す
る
場

　
　
　
 受
診
す
る
場
合合

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

 適
用
除
外
事
業
所

適
用
除
外
事
業
所
のの

取
り
扱

　
　
　
　
 取
り
扱
いい

　
適
用
除
外
事
業
所
（
①
法
人

事
業
所
の
事
業
主
・
従
業
員
②

従
業
員
が
五
人
以
上
の
個
人
事

業
所
の
従
業
員
）
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
事

業
主
の
負
担
で
「
事
業
者
健
診
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し

て
中
建
国
保
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
但
し
、
②
の
事
業
主
お
よ
び

　
①
 ②
の
二
十
歳
以
上
の
扶

　
養
家
族
は
「
個
人
受
診
扱
い
」

　
と
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
建
国
保
は
特
定

健
康
診
断
の
実
績
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
健

診
を
中
建
国
保
へ
委
託
す
る
形

と
し
て
、
契
約
健
診
機
関
（
集

団
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
機
関

の
施
設
）
で
受
診
し
た
場
合
の

み
、
補
助
金
に
相
当
す
る
「
協

力
費
」
を
現
物
支
給
し
、
実
費
負

担
な
し
で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

　
但
し
、
事
前
に
「
健
診
申
込

書
兼
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か

る
協
力
費
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
既
に
、
協
力
費
申
請
書
と
ご

案
内
を
適
用
除
外
事
業
所
へ
一

斉
に
発
送
し
ま
し
た
。
）

　
適
用
除
外
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
組
合
の
集

団
健
康
診
断
及
び
契
約
健
診
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

汚 甥遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

新
た
に
二
業
者
と
契
約

（
岡
崎
市
医
師
会
・
宇
野
病

岡
崎
市
医
師
会
・
宇
野
病
院院
）

左
表
の
契
約
健
診
機
関
で

　
左
表
の
契
約
健
診
機
関
で
ああ

れ
ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同

れ
ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同
様様

（
受
診
資
格
・
健
診
項
目
・

（
受
診
資
格
・
健
診
項
目
・
実実

費
負
担
な
し
）
の
取
り
扱
い

費
負
担
な
し
）
の
取
り
扱
い
でで

受
診
で
き
ま
す

受
診
で
き
ま
す
。。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、、

　
今
年
度
も
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
を
対
象
に
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
影
響
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

七
月
号
に
同
封
の
「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
の
健
康
影
響
調
査

（
石
綿
検
査
）
の
実
施
と
同
意

に
つ
い
て
」
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
同
意
書
及
び
問
診
票
を

ご
記
入
の
上
、
集
団
健
康
診
断

会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

と
そ
の
配
偶
者
で
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、
胸
部
直
接
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
と
併
せ
て
組
合
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　食事は、前日の午後9

時までにお済ませいた

だき、当日、健診終了ま

で水以外の摂取はおや

めください。

　牛乳・スポーツドリン

ク・清涼飲料水・ガム・

飴なども検査数値に影

響を与えます。

注意事項

　今月の組合費等の自動引落

日は、27日（木）です。26日

（水）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　11月16日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b

　
・
H
t
）

襖
鴬

横
横
横
横
横
横

　
や
む
を
得
ず
集
団
健
康
診

断
へ
参
加
で
き
な
い
場
合
、

以
下
の
要
領
で
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

契
約
健
診
機
関
で

　
契
約
健
診
機
関
で
　

受
診
す
る
場

　
　
受
診
す
る
場
合合

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
集
団
健
康
診
断
」

を
主
体
と
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
原
則
と
し
て
組
合
が
実
施
す

る
、
「
集
団
健
康
診
断
」
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上

七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率

四
十
％
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
　
今
後
の
達
成
率
の
数
値
に
よ
っ

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
支

援
金
へ
の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険

料
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
実

費
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
診
の
受
診
資

集
団
健
診
の
受
診
資
格格

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族
被

保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の
場

合
は
、
実
費
負
担
（
七
千
二
百
五

十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※１０月より、新たに契約健診機関が２ヶ所増えました。被保険者の皆さんには、より便利にな
　り健康診断を受けやすくなりました。ぜひ、契約健診機関もご利用ください。

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所健診機関名称

月曜日～金曜日
8:30～17:30

土曜日　　　　
8:30～正午

052-821-0090

名古屋市南区千竈通
　　　　　7-16-1

名古屋セントラル　
　　　　クリニック

名古屋市中村区那古野
　　　　　　1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラル
　　　　クリニック

名古屋市中村区名駅　
　　　　1-1-2

名古屋ターミナルビル8F

テルミナセントラル
　　　　クリニック

愛知郡東郷町大字春木
　　字白土1-1884

和合セントラル
　　　　クリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30

052-741-9211
名古屋市千種区今池
　　　　　1-8-4

オリエンタル
　　　労働衛生協会

火曜日～土曜日
9:00～17:00

0566-75-7515安城市相生町15-1三河安城クリニック

月曜日～金曜日
9:00～11:30
担当　中村

052-486-6875
名古屋市中村区道下町
　　　　　2-26

ライフ健康クリニック

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日　　　　
9:30～11:00

0561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日　　　　
8:30～16:00

0120-489-545岡崎市竜美西1-9-1
（社）岡崎市医師会

公衆衛生センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00
土曜日　　　　
9:00～12:00

0564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ
びび

集
団
健
康
診
断
開
催

集
団
健
康
診
断
開
催
中中

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

６月より実施

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）のの

健
康
影
響
調
査
の

健
康
影
響
調
査
の
実実
施施

集団健康診断日程表

会場所在地会場名受付時間曜日月

春日井市グリーンパレス春日井9:30～11:30日2

11

北名古屋市北名古屋市文化勤労会館
（旧西春町文化勤労会館）

9:30～11:30日9

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日16

名古屋市南区名古屋セントラルクリニック

名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日23

瀬戸市瀬戸健康管理センター
9:30～11:30日30

名古屋市港区全建愛知会館

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）
9:30～11:30日712

豊橋市豊橋市総合体育館

※衆議院選挙の投票日が、11月23日（日）になる場合は、天白区役所で行われます
　集団健康診断は中止になります。また、12月7日（日）になる場合も、豊橋市総合
　体育館で行われます集団健康診断は中止になります。
※集団健康診断につきましては、事前予約の必要はございません。
※所属支部に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今年度から、特定健診を行うにあたって、より正確な判定結果を出すため、午前
　中のみ開催となりますのでご了承ください。
※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。何卒、ご理解ご
　協力よろしくお願いいたします。

※

※

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

（
予
約
必
要

（
予
約
必
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断
以以
外外



曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

ア
ス
ベ
ス
ト
検
査

力
強
く
金
づ
ち
を
打
つ
髙
橋
実
さ
ん

真
剣
な
眼
差
し
の
岩
原
優
さ
ん

大勢の支部役員が参加しました

　
平
成
十
九
年
七
月
か
ら
十
月

に
集
団
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ

た
方
と
、
以
前
の
欠
席
者
を
対

象
に
、
石
綿
関
連
疾
患
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
四
百
二
十
七
名
の

組
合
員
と
そ
の
配
偶
者
を
対
象

に
、
大
学
教
授
等
に
よ
る
胸
部

Ｘ
線
写
真
の
読
影
一
次
検
査
が

行
わ
れ
、
十
五
名
の
方
に
所
見

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
九
月
二
十
八
日

（
日
）
全
建
愛
知
会
館
で
、
ア

ス
ベ
ス
ト
検
査
面
接
指
導
を
、

愛
知
教
大
／
久
永
教
授
、
愛
知

医
大
／
柴
田
准
教
授
、
名
大
医

学
部
／
上
島
准
教
授
の
専
門
家

に
よ
り
実
施
し
、
前
回
の
面
接

欠
席
者
も
含
め
、
十
名
の
出
席

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
面
接
指
導
で
は
、
既
往
歴
・

職
歴
を
主
と
し
て
、
石
綿
ば
く

露
歴
を
調
査
し
、
専
門
家
の
紹

介
状
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
撮
影
等
の
二

次
検
査
、
ま
た
は
経
過
観
察
の

一
定
の
判
定
を
行
い
、
今
後
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
指
導
し
ま

し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
面
接
対
象
者

全
員
の
方
が
、
医
療
機
関
紹
介

に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
六
月
か
ら
八
月

に
集
団
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ

た
方
、
六
百
三
十
三
名
に
つ
き

ま
し
て
は
、
胸
部
Ｘ
線
写
真
読

影
検
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
Ｃ
Ｔ
写
真
等
読
影

検
査
（
二
次
検
査
）
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
面
接

指
導
で
の
二
次
検
査
対
象
者
二

十
三
名
の
う
ち
十
六
名
分
の
Ｃ

Ｔ
写
真
等
読
影
検
査
を
実
施

し
、
結
果
を
本
人
へ
発
送
し
ま

し
た
。
ま
た
、
前
回
の
面
接

指
導
で
の
二
次
検
査
対
象
者

一
名
の
Ｃ
Ｔ
写
真
を
読
影
し

た
結
果
、
軽
度
で
あ
る
た
め

経
過
観
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
面
接
判
定
さ
れ
た
方
、

そ
し
て
今
回
の
面
接
指
導
を

欠
席
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

今
後
も
面
接
指
導
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
指
導
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。
　

面
接
指
導
を
す
る
教
授
（
右
） 面

接
指
導
実
施

　
九
月
十
七
日
（
水
）
～
十
九

日
（
金
）
の
三
日
間
、
全
建
総

連
第
二
十
四
回
全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
が
岩
手
県
営
体
育
館

（
岩
手
県
盛
岡
市
）
で
開
催
さ

れ
、
三
十
七
県
連
・
組
合
か
ら

八
十
四
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

　
九
月
三
十
日
（
火
）
午
後
七

時
よ
り
全
建
愛
知
会
館
に
て
、

二
十
四
支
部
六
十
一
名
の
組
合

員
及
び
書
記
局
八
名
の
総
勢
六

十
九
名
の
参
加
に
よ
り
「
全
建

愛
知
／
活
動
家
育
成
学
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
家
育
成
学
習
会

各
支
部
の
役
員
を
養
成

　
今
年
で
三
年
連
続
で
の
開
催

と
な
る
こ
の
学
習
会
は
、
全
建

愛
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を

正
確
に
把
握
し
て
い
た
だ
き
、

組
織
拡
大
行
動
に
役
立
て
、
更

に
各
支
部
で
開
催
さ
れ
る
学
習

会
な
ど
に
お
い
て
講
師
を
務
め

後
、
「
健
康
保
険
」
「
労
災
保

険
」「
組
合
共
済
・
各
種
共
済
」

「
そ
の
他
事
業
」
に
つ
い
て

の
説
明
が
、
書
記
局
よ
り
全

建
愛
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
沿
っ

て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
に
つ
い
て
は
、

「
中
建
国
保
」
と
「
市
町
村

国
保
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険

料
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
石
島
組
織
拡
大

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
　
近
藤
組
織
部
長
よ
り
挨
拶
の

　
九
月
二
十
六
日
（
金
）
、
第

二
回
主
婦
の
会
勉
強
会
を
参
加

者
四
十
八
名
で
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
初
め
に
ビ
デ
オ
を
観

な
が
ら
十
分
間
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
で
、
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　
次
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」

（
ノ
ス
日
本
・
お
ど
り
・
ス
ポ
ー

ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
は
、
「
踊

り
を
使
っ
て
筋
力
の
衰
え
を
少

し
で
も
防
ご
う
」
と
い
う
目
的

で
、
日
本
舞
踊
の
西
川
右
近
氏

と
中
京
大
学
体
育
学
部
長
の
湯

浅
景
元
教
授
と
の
合
同
研
究
に

よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
「
踊
り
の

動
き
を
使
っ
た
健
康
の
た
め
の

運
動
」
で
す
。

　
早
速
、「
ノ
ス
」
を
全
員
で
や
っ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
も
の
の
け
姫
」
に
似
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て
、
優
雅
に

日
本
舞
踊
の
始
ま
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
途
中
で
、
し
ゃ
が

ん
だ
状
態
の
ま
ま
、
三
歩
飛
ぶ

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
が

ま
た
、
難
し
い
！
あ
っ
ち
こ
っ

ち
で
、
大
笑
い
！
こ
の
踊
り
は

初
心
者
向
け
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
の
三
歩
は
絶
対
上
級
者
向
け

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
約
六
分
間
の
踊
り
の
中
に
、

現
代
人
に
必
要
な
筋
力
が
鍛
え

ら
れ
る
動
き
が
、
バ
ラ
ン
ス
良

く
入
っ
て
い
る
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
一
・
三
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
消
耗
で
き
る
の
が
、
ち
ょ
っ

と
嬉
し
い
。

　
今
、
流
行
り
の
バ
ナ
ナ
ダ
イ

エ
ッ
ト
と
共
に
、
始
め
よ
う
か

し
ら
。
今
日
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
分
に
な
れ
た
楽
し
い
一

時
で
し
た
。

　
　
　
　
　
【
奥
川
友
子
　
記
】

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
しししししししししししししししししししし
なななななななななななななななななななな
がががががががががががががががががががが
らららららららららららららららららららら
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛
ええええええええええええええええええええ
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし

大
笑
い
し
な
が
ら
、
鍛
え
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
体
操
教
室

し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
港

支
部
の
岩
原
優
さ
ん
（
二

十
七
才
／
大
工
）
と
髙
橋

実
さ
ん
（
二
十
三
才
／
大

工
）
の
二
名
が
出
場
し
ま

し
た
。

　
今
大
会
の
参
加
に

あ
た
り
、
三
名
の
講

師
陣
の
指
導
の
も

と
、
七
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
全
建
愛
知

会
館
で
夜
遅
く
ま

で
、
大
会
の
課
題
で

あ
る
「
四
方
転
び
踏
み
台
」

の
講
習
を
受
け
、
課
題
の

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
競
技
開
始
ま
で
は
ざ
わ

め
い
て
い
た
会
場
も
、
競

技
開
始
の
合
図
と
同
時
に

選
手
た
ち
の
緊
張
し
た
空

気
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
大
粒
の
汗
を
流

し
、
六
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
課
題
を
完
成
さ
せ

る
た
め
に
、
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
上
位
入
賞
を
果
た
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
名
と
も
見
事
に
課
題
を

完
成
さ
せ
、
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
出
場
し
た
選
手
は
、「
大
会
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
練
習
と
本

番
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
大

会
で
良
い
成
績
を
残
す
た
め
に

重
要
な
練
習
箇
所
な
ど
も
学
び

ま
し
た
の
で
、
今
後
も
参
加
で

き
れ
ば
役
立
て
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　
技
術
対
策
部
で
は
、
次
回
の

大
会
に
も
出
場
で
き
る
よ
う
選

手
の
事
前
練
習
等
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

推
進
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
閉

会
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
十
六
期
に
お
け
る
全
建
愛

　
　
〃
　
　
山
本
啓
子
さ
ん

　
　
〃
　
　
稲
垣
　
茜
さ
ん

　
優
秀
賞
の
稲
垣
吉
子
さ
ん
に

は
二
万
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド

を
、
佳
作
の
三
名
の
方
に
は
五

千
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
、
そ

の
他
の
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。
 

　
キ
ャ
ロ
ッ
ト
八
月
号
で
募
集

し
ま
し
た
安
全
標
語
は
、
六
十

三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
労
働
対
策
部
で
四
点
が
選
考

さ
れ
、
十
月
の
執
行
委
員
会
で

優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

〈
優
秀
賞
〉
稲
垣
吉
子
さ
ん

〈
佳
　
作
〉
天
野
莉
万
さ
ん
　

　
多
く
の
ご
応
募
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
秀
賞
・
佳
作
は
機

関
紙
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
・
二
、
一
・
二
…

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

知
は
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
多

く
の
仲
間
が
脱
退
し
て
い
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
三
十
五
期
と
同
じ

く
、
多
く
の
新
し
い
仲
間
が
加

入
し
て
い
な
が
ら
、
組
織
人
員

が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
九
月
か
ら
十
一
月
の
三
ヶ
月

間
は
、
秋
の
組
織
拡
大
強
化
月

間
で
す
。
今
回
の
学
習
会
の
内

容
を
活
か
し
、
各
支
部
に
お
い

て
積
極
的
に
拡
大
行
動
や
学
習

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
全
建

愛
知
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

労
働
対
策
部

事
故
０
で

終
え
て
初
め
て

い
い
仕
事

ゼ
ロ

　
な
お
、
所
見
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
方
に
は
、
結
果
の
ご
案

内
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

岩
原
さ

岩
原
さ
んん
・・

髙
橋
さ
ん

髙
橋
さ
ん
大大
健
闘
健
闘

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
出
場

全 建 総 連

優
秀
賞
は
稲
垣
吉
子
さ

優
秀
賞
は
稲
垣
吉
子
さ
んん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

安全標語決定



　
　９月14日（日）岩屋キャノ
ンボウルにて、豊橋支部青年
部主催のボウリング大会が開
催されました。
　午前10時半より103名の
参加者でスタートしました。
　今回で８回目なので、皆さ
ん和気あいあいで、あちらこ
ちらから「ストライク！」「ス
ペアー」などの歓声があがり、
とてもにぎやかで楽しそうに
プレーをしているのが印象的でした。

　ゲームが終了後、参加者全員に
景品が行き渡り、参加した子供た
ちはお菓子のつかみ取りに奮闘、
家族全員で楽しんだ半日になった
と思います。
　次回も組合員同士の親睦に役立
つボウリング大会が開催できるよ
う、皆さんよろしくお願いします。
　そして、役員のみなさんご苦労
様でした。　　　【澤木文子　記】
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ストライク！スペアー！
豊橋支部／ボウリング大会 ９月１４日

そ
れ
ー
、
い
け
ー

大
勢
の
参
加
者
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

　
九
月
十
四
日
（
日
）
、

星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル
に
て
総

勢
五
十
三
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
加
藤
勝
美
支
部
長
の

始
球
式
で
大
会
が
始
ま

り
、
二
ゲ
ー
ム
行
い
ま

し
た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、

パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に

て
食
事
と
成
績
発
表
で

す
…
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員

に
景
品
が
当
た
る
、
く

じ
引
き
ビ
ン
ゴ
を
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
特
別
賞
と

し
て
Ｄ
Ｓ
ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
、

Ｗ
ｉ
ｉ
、
Ｆ
ｉ
ｔ
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
用
意
し
ま
し

た
。
　
残
念
な
が
ら
自
分
に

は
当
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
満
足
し
て
お
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
が
楽
し
め
る
よ
う
な

企
画
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
方
々
お
疲

れ
様
で
し
た
。
次
回
の

参
加
も
お
願
い
し
ま

す
。
　
ち
な
み
に
優
勝
は
、

元
青
年
部
長
の
那
須
さ

ん
で
し
た
。

　
　
【
彦
山
栄
治
　
記
】
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名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

お
目
当
て
の
賞
品
ゲ
ッ
ト
？
９月１４日

パ
パ
と
一
緒
　
グ
ー

九
月
十
四
日
（
日
）
海
部

津
島
支
部
青
年
部
主
催
の

「
神
戸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
＆
中

華
バ
イ
キ
ン
グ
」
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
七
時
三
十
分
、
参
加
者

百
二
十
八
名
バ
ス
三
台
に
分

乗
し
、
神
戸
に
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。

い
つ
も
な
ら
、
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
の
で

す
が
、
バ
ス
の
中
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
で
、
今
回
は
な

し
。
配
ら
れ
た
飲
み
物
や
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
し
い
会
話
が
弾

み
、
車
内
は
賑
や
か
で
し
た
。

バ
ス
が
神
戸
市
内
に
入
っ

た
ら
、
心
配
し
て
い
た
渋
滞

気
味
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

船
の
出
航
時
間
に
遅
れ
た
ら

大
変
で
す
。
昼
食
が
ダ
メ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
の
標
識
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
滑
り
込
み
セ
ー

フ
。
無
事
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
に

乗
船
で
き
ま
し
た
。
着
席
後
、

支
部
長
か
ら
組
合
活
動
の
お

礼
と
特
定
健
診
や
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
等
の
お
願
な
ど
、
挨

拶
の
後
、
待
ち
に
待
っ
た
「
お

料
理
は
食
べ
放
題
・
飲
み
物

は
飲
み
放
題
払
い
放
題
」
の

中
華
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。「
唐

揚
げ
五
個
食
べ
た
よ
」「
フ
カ

ヒ
レ
ス
ー
プ
美
味
し
い
よ
」

「
デ
ザ
ー
ト
の
メ
ロ
ン
甘
い

よ
」
皆
さ
ん
、
満
腹
・
満
腹
。

下
船
後
、
バ
ス
出
発
ま
で
、

商
業
施
設
モ
ザ
イ
ク
で
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
遊
園
地
で

遊
ん
だ
り
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
は
、
皆

さ
ん
夢
の
中
、
幹
事
さ
ん
ご

苦
労
様
。【
長
谷
川
節
子
通
信
員
】
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海
部
津
島
支
部
／
神
戸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
＆
中
華
バ
イ
キ
ン
グ

滑
り
込
み
セ
ー
フ
！
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
出
航

９月１４日

コンチェルトを前に…

　台風13号が直撃かと思われ
た 、9月20（土）～21日（日）
に中川・熱田支部の秋のレクを開
催しました｡
　目的地は、南紀白浜温泉と白浜
アドベンチャーワールドです。
　朝、名古屋駅に集合したら皆さ
ん口々に｢良い天気になって良
かったネ｣と。名古屋駅をバス2
台総勢70人で出発、一路和歌山

県を目指し出発しました。
　途中、紀三寺にて昼食を摂り、食後の運動がてら、231段の石段を登り参
拝をしましたが、名古屋より蒸し暑く、汗だくのお参りとなりました。
　それから、皆さんお目当ての、日本三古湯の白浜温泉に向いました。
　2日目の朝、天気予報では雨でしたが、
晴れていたので降らないのを願いなが
ら、ホテルを出発。景勝地の千畳敷に立
ち寄り、そのあと、白浜アドベンチャー
ワールドに到着しましたが、予報通りの
雨となり、「台風一過と思っていたのに」
とても残念。でも、雨も昼にはあがりパ
ンダの赤ちゃんが間近に見られ、とても
楽しい1日となりました。【青井保通信員】
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中川・熱田支部／南紀白浜１泊旅行 ９月２０日～２１日

参
加
者
の
皆
さ
ん
 ハ
イ
チ
ー
ズ

加
藤
さ
ん
親
子
 ピ
ー
ス

和歌山県を満喫してきました

　
あ
い
に
く
の
雨
降
り
に

な
っ
た
九
月
二
十
一
日

（
日
）
に
支
部
主
催
の
秋

レ
ク
を
、
総
数
三
十
八
名

で
、
三
重
県
の
赤
目
四
十

八
滝
を
散
策
す
る
バ
ス
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
道
中
、
時
々
雨
が
降
り

ま
し
た
が
、
目
的
地
の
赤

目
の
滝
で
は
、
お
陽
さ
ま

も
顔
を
出
し
、
気
分
爽
快

に
「
行
者
滝
」
、「
霊
蛇
滝
」
、

「
不
動
滝
」
、
「
乙
女
滝
」
、

「
千
手
滝
」
等
々
、
滝
め

ぐ
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
散
策
の
後
、
赤
目
温
泉

隠
れ
の
宿
「
対
泉
閣
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と

り
な
が
ら
、
憩
い
の
ひ
と

時
に
話
の
花
が
咲
き
、
あ

ち
こ
ち
で
笑
い
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
青
蓮
寺
湖
ぶ

ど
う
狩
で
巨
峰
の
食
べ
放

題
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
巨
峰
の
他
に
も
数
種
類

の
ぶ
ど
う
が
あ
り
、「
巨
峰

は
満
腹
だ
け
ど
違
う
ぶ
ど

う
は
、
ま
た
食
べ
ら
れ
る

よ
」
と
、
食
べ
比
べ
を
し

満
足
そ
う
で
し
た
。

　
帰
り
道
し
ば
ら
く
す
る

と
、
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
に

な
り
ま
し
た
が
、
要
所
要

所
は
雨
の
影
響
も
な
く
助

か
り
ま
し
た
。

　
名
阪
道
で
事
故
処
理
の

渋
滞
が
あ
り
帰
着
予
定
が

遅
れ
ま
し
た
が
、
ラ
ッ
キ
ー

な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
奥
村
与
志
美
通
信
員
】
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木
曽
川
支
部
／
赤
目
四
十
八
滝
の
旅

９月２１日

ご夫婦一緒に…

とっても美味しいよ

美
味
し
い
巨
峰
に
大
満
足

　９月21日（日）、東海支部の
レクリエーションが行われまし
た。
　京都の旅、バス2台総勢80名
で参加しました。
　当日、天気がおもわしくなかっ
たのですが、京都と言えば舞妓
さんが、見れると言うので、皆
さんとても楽しみにしていま
す。
　新名神を走り、予定時間より
早く京都に着きました。

　最初に石山寺を散策し、小雨混じりでしたが、とても静かな所でした。
　お楽しみのお昼は、舞妓さんと写真撮影などして子供たち・大人の皆さん

食事より、とてもかわいらしい舞妓さん
に夢中でした。
　昼食後、八つ橋庵かけはしで、「おや
つバイキング」となり、シュークリーム・
みたらし・ぜんざい・八つ橋・ケーキな
どを満喫。おかわりまでしていました。
「あ～ぁ、もう食べれない」と言いつつ、
まだ食べてた人もいました。
　帰りのバスの中、とても幸せな気分
で、無事帰路に着きました。【神田勉通信員】
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東海支部／源氏物語千年紀の石山寺と京都の旅 ９月２１日

舞妓さんと楽しい一時
舞
妓
さ
ん
と
記
念
写
真
を
…

優
雅
に
踊
っ
て
い
ま
す



　西支部の秋レクを10月5日（日）に、
組合員とその家族112名の参加をえて
行いました。
　出発前に赤松議員を始め各議員の挨
拶がありましたが、衆議院議員選挙が間
近に迫っている関係で各議員共にいつ
もより熱の入った挨拶でした。
　その後、曇空の中、三重県伊賀方面へ
向けて出発をし、車中では菓子や好みの
飲物が配られ、久しぶりに会った仲間た
ちが仕事のこと・年金や介護保険のことや選挙のことなど、色々な話で盛
り上がりました。
　目的地の「赤目四十八滝」へ通じる道路は狭くて、紅葉の季節になると
渋滞がひどく時間が掛かるのですが、まだ時期が少し早かったのでスムー
ズに走ることができて「隠れ湯・対泉閣」に到着し昼食を摂り、温泉に入
る人・四十八滝の散策をする人と、ゆったりとした時を過ごし、次の目的
地の青蓮寺湖へ向かいました。湖の近くのぶどう園で種無しマスカットの
「ぶどう狩り」を楽しみました。ほとんど
の人が1房か2房ぐらいを食べたようです
が、中には5房も食べた人もいました。
　帰途では、車を運転して帰る人も多くい
るので、アルコール分は飲まないようにし
てもらい、ビデオを見たりビンゴを行なっ
て時間を過ごし、途中四日市の手前で10
娃程度の渋滞に巻き込まれましたが、予定
の時間の30分遅れぐらいで全員が無事に
帰ることができました。　【青木繁通信員】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　肌寒さが感じられた、９月28日
（日）小牧支部レクが行われました。
　組合員とその家族、総勢65名が参
加しました。
　集合時間の９時に全員が揃い、今回
の目的地、岐阜県板取川洞戸観光ヤナ
に向けて出発しました。
　途中休憩するも目的地が近いため、
予定時間よりも早く到着しました。
　食事の準備もでき、席に着くとたく
さんのアユ料理が出され、アユの刺身もあり、初めて食べました。「とっ
ても美味しかったです」。　女性参加者は、アユの塩焼きも美味しく4匹も
食べた方や、男性はアユづくしにお腹一杯満足していました。
　午後は、次の目的地のぶどう狩りに
向かい、小つぶでしたが甘くて美味し
かったです。皆さん、アユ料理でお腹
いっぱいなのに、食後のデザートをた
くさん頬張っていました。
　参加された女性（50歳）は、「美味
しいアユとぶどうが食べられ大満足」
と笑顔で話していました。一行は、無
事小牧に帰着しました。　　
　　　　　　　　【木賀恵一通信員】
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アユづくしにお腹一杯
小牧支部／板取川ヤナ＆ぶどう狩り ９月２８日

甘くて美味しい

アユ料理にニッコリ

　さわやかな秋晴れの10月8日
（水）、中村支部主婦の会13名で栗
本温泉（岐阜県中津川市）へ日帰り
旅行に出掛けました。
　中村公園からマイクロバスで出
発。2時間程で、付知川のほとりに
ある、料理旅館「藤」に到着。
　美味しいお水をいただいて、すぐ
にお風呂へ。日本屈指のラジウム含
有量の温泉につかりながら、眼下に

広がる渓谷の清々しい景色に、身も心も癒されました。清流の心地よい
瀬音を聞きながらいただく
会席料理は見た目も美しく、
美味しくいただきました。
　帰りに和菓子の「一休」と
「馬籠宿」に立ち寄り、散策
と買い物を楽しみました。
　健康診断への参加と、「餅
つき大会」のバザーへの協力
を確認し、帰路に着きまし
た。
　　　【内藤美佐子通信員】
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中村支部主婦の会／栗本温泉の旅 １０月８日

身も心も癒されました
見
た
目
も
美
味
し
い
会
席
料
理

中
山
道
馬
籠
宿
に
て

　
恒
例
の
瑞
穂
支
部
秋
の

日
帰
り
旅
行
を
、
十
月
五

日
（
日
）
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
目
的
地
は
京
都

太
秦
映
画
村
で
、
朝
八
時

集
合
し
、
総
勢
四
十
三
名

で
出
発
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
雨
が
降
っ
て
き

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
気

に
せ
ず
に
、
バ
ス
は
湾

岸
道
路
か
ら
第
二
名

神
道
を
走
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
あ
の
有
名

な
金
閣
寺
に
着
き
見

学
を
し
て
か
ら
、
す
ぐ

近
く
の
料
理
屋
さ
ん

で
、
た
い
へ
ん
豪
華
な

食
事
を
し
、
皆
さ
ん
大

満
足
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
メ
イ
ン
の
太

秦
映
画
村
を
自
由
見
学
し

ま
し
た
。
二
時
間
近
く
時

間
が
あ
っ
た
の
で
、
皆
ゆ
っ

く
り
と
見
学
や
買
い
物
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
で
は
、
土

産
物
屋
に
寄
り
、
皆
た
く

さ
ん
の
試
食
の
後
、
両
手

一
杯
の
土
産
物
を
買
い
込

み
、
満
足
顔
で
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。
今
回
、
定
員

オ
ー
バ
ー
で
参
加
で
き
な

か
っ
た
支
部
員
さ
ん
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。【
戸
ヶ
里
勝
義
通
信
員
】
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瑞
穂
支
部
／
秋
の
京
都
の
旅

１０月５日
参加者の皆さん

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

金
閣
寺
に
て

西支部／赤目四十八滝の旅 １０月５日

さ
ぁ
、
お
昼
ゴ
ハ
ン
だ

皆
さ
ん
、
モ
ク
モ
ク
と
食
べ
て
い
ま
す

小雨の中でのレク

　
十
月
五
日
（
日
）
恒
例

の
レ
ク
行
事
と
し
て
、

今
年
は
富
士
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
日
帰
り
バ
ス
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
八
時
三
十
分
、

三
好
公
園
駐
車
場
に
集

合
し
、
大
人
小
人
合
わ

せ
て
八
十
二
名
は
バ
ス

二
台
に
分
乗
し
て
、
動

物
の
待
つ
、
目
的
地
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

　
車
中
で
は
、
用

意
し
た
ビ
ー
ル
・

ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓

子
を
食
べ
な
が

ら
ビ
ン

ゴ
で
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。
　
途
中
、
焼
津
の

さ
か
な
市
場
に

寄

り

、
昼

食

と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
後
、

目
的
地
の
サ
フ
ァ

リ
パ
ー
ク
に
到

着
。
　
パ
ー
ク
内
で

は
、
普
段
見
ら
れ
な
い

ク
マ
・
ラ
イ
オ
ン
・
象
・

キ
リ
ン
等
が
放
し
飼
い

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
を
乗
っ
て
来
た
観
光

バ
ス
で
見
学
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
車
中
か
ら
間
近
に
見

た
動
物
の
光
景
は
、
と

て
も
新
鮮
な
体
験
で
大

人
も
子
供
も
身
を
乗
り

出
し
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
　
他
に
、
カ
ン
ガ
ル
ー

等
と
、
触
合
う
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
【
酒
井
正
人
通
信
員
】
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車
中
で
は
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上
が
っ
て
ま
す

豊
田
支
部
／
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
の
旅

身
を
乗
り
出
し
見
入
っ
て
ま
し
た
１０月５日

家
族
そ
ろ
っ
て
記
念
写
真
を
…

九
月
二
十
一
日
（
日
）
緑

支
部
で
は
、
大
井
川
鉄
道
Ｓ

Ｌ
の
旅
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
早
く
天
候
も
今
ひ
と
つ

の
中
、
近
藤
昭
一
衆
院
議
員
に

お
見
送
り
い
た
だ
い
て
、
緑
区

役
所
を
午
前
八
時
三
十
分
に

大
人
・
子
供
合
わ
せ
て
総
勢
九

十
二
名
の
参
加
で
バ
ス
二
台

に
別
れ
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
休
憩
を
含
め
、
午
前

十
一
時
頃
大
井
川
鉄
道
新
金

谷
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｌ
出
発
ま
で
時
間

が
あ
り
展
示
室
で
、
お
み

や
げ
コ
ー
ナ
ー
と
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
ポ
ス
タ
ー
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

や
が
て
列
車
の
発
車

時
刻
と
な
り
、
全
員
乗
車

し
ま
し
た
。
道
程
一
時
間

と
い
う
こ
と
で
車
内
で

は
お
い
し
い
弁
当
が
配

ら
れ
、
和
気
合
い
合
い
の

う
ち
に
千
頭
駅
に
到
着
で

す
。
石
炭
の
臭
い
も
懐
か
し

か
っ
た
で
す
。

帰
り
の
車
内
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
行
事
の
参

考
に
す
る
こ
と
を
伝
え
、
無

事
帰
着
し
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
。
　
　
【
石
井
博
　
記
】
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緑
支
部
／
大
井
川
鉄
道
Ｓ
Ｌ
の
旅

出
発
 進
行
!
ポ
ッ
ポ
ー

９月２１日

ハ
イ
ポ
ー
ズ

お
し
ど
り
夫
婦
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国
は
、
今
年
度
よ
り
様
々
な

住
宅
・
建
築
関
係
の
法
制
度
の

改
正
、
制
定
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
に
は
、
住
宅
・

建
築
に
関
わ
る
事
業
者
の
方
々

の
知
識
の
向
上
、
技
術
力
の
向

上
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
住
宅
・
建
築
関
係

の
財
団
等
に
よ
り
、
住
宅
・
建

築
関
係
事
業
者
技
術
力
向
上
支

援
講
習
会
が
、
全
国
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
  ｢

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会
｣

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ

住
宅
・
建
築
関
係
の
財
団
等
に

よ
り
企
画
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
講
習
会
と
も
参
加
費
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

　
講
習
会
参
加
に
は
、
事
前
の

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

木
造
住
宅
（
軸
組
構
法
）
の

　
構
造
計
画
講
習
会
・
概
要

実
施
し
、
設
計
者
な
ど
実
務
者

の
技
術
力
の
向
上
に
資
す
る
。
 

　
な
お
、
四
号
建
築
物
の
構
造

関
係
規
定
の
審
査
省
略
特
例
の

見
直
し
に
対
応
し
た
確
認
申
請

図
書
に
関
す
る
講
習
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
の
内
容
が
具
体
的

に
決
ま
り
次
第
、
追
っ
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
講
習
日
程
等
の
詳
細
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消
費
税
申
告
講
習
会

　
簡
易
・
本
則
課
税
制
度
に
分

か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に
実
際

の
税
額
の
計
算
や
申
告
等
の
作

成
を
行
う
消
費
税
申
告
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
水
）

■
時
間
　

　
・
簡
易
課
税
制
度

　
　
　
　
午
前
十
時
～

　
・
本
則
課
税
制
度

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館
　
　

■
定
員
　
各
三
十
名
　

　
（
事
前
に
組
合
ま
で
電
話
予

　
約
願
い
ま
す
）

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

税
金
学
習
デ
ー

　
年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴

収
・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得

税
・
消
費
税
申
告
の
仕
方
な
ど
、

税
金
や
記
帳
に
つ
い
て
不
安
や

疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
二
月

開
催
の
全
建
愛
知
税
金
申
告
学

習
会
の
前
に
必
ず
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
今
回
も
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
全
建
愛
知
会
館
の
ほ

か
各
出
先
事
務
所
で
も
開
催
い

た
し
ま
す
。

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
は

　
個
別
に
行
い
ま
す
の
で
、
希

　
望
時
間
と
相
談
内
容
を
組
合

　
に
電
話
予
約
の
上
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
（
一
組
あ
た
り
一
時
間
程
度

　
に
な
り
ま
す
）

【
豊
橋
事
務
所
】

■
日
程
　
十
一
月
十
二
日
（
水
）

■
時
間
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

■
会
場
　
豊
橋
市
前
田
南
町

　
　
　
　
　
　
１
―
９
―
２
1

【
春
日
井
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
一
日
（
月
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
会
場
　
春
日
井
市
柏
井
町

　
　
　
　
　
　
　
　
２
―
５
３

【
岡
崎
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
二
日
（
金
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

■
会
場
　
岡
崎
市
中
岡
崎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
―
７

【
全
建
愛
知
会
館
】

■
日
程
　
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
一
月
十
八
日
（
日
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
会
場
　
名
古
屋
市
港
区
九
番
町

　
　
　
　
　
　
４
―
１
―
１
０

※
申
込
・
問
合

　
税
金
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

住
宅
・
建
築
関
係
事
業

住
宅
・
建
築
関
係
事
業
者者

技
術
力
向
上
支
援
講
習

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会会

　
木
造
軸
組
構
法
住
宅
の
適

切
な
設
計
法
等
の
普
及
を
図

る
た
め
、
壁
量
計
算
・
四
分

割
法
・
Ｎ
値
計
算
等
の
基
礎

的
な
構
造
計
画
等
の
講
習
を

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

青
年
部
勉
強
会
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
をををををををををををををををををををを
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

家
屋
侵
入
を
防
ぐ
対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

参 加 者
募 集 中

　
こ
れ
ま
で
に
家
屋
侵
入
の
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
全
建
愛
知
青
年
部
で
は
「
家

屋
侵
入
を
防
ぐ
対
策
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
勉
強
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
港
警
察
署
か
ら
講
師
を
お
招

き
し
、
ビ
デ
オ
を
観
な
が
ら
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
を

学
び
ま
す
。

　
必
ず
、
お
役
に
立
つ
勉
強
会

で
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、

も
う
二
度
と
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
遭
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

は
こ
れ
か
ら
先
も
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め

に
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
定
員
　
六
十
名

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
備
考
　
当
日
は
、
軽
食
を
準

　
　
　
　
備
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合

　
　
　
　
青
年
部
担
当
の
中
西

　
　
　
　
・
鈴
木
ま
で
ご
連
絡

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

前
回
行
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ー
ク
勉
強
会

し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
全
建
愛
知
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
十
二
月
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
備
考
　
雨
天
決
行

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
　

　
　
物
品
提
供
の
お
願
い

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
収
益

金
は
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
に

　
毎
年
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
餅

つ
き
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
建
愛
知
が
地
域
の
一
員
と

し
て
、
住
民
の
方
々
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な

存
在
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
「
餅
つ
き
・
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
・
射
的
・
丸
太
切
り
・
ア
ニ

メ
映
画
上
映
会
・
風
船
配
布
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
豚
汁
無

料
サ
ー
ビ
ス
・
小
物
作
り
教
室
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
催

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
寄
付
が
で
き
ま

す
よ
う
、
食
品
以
外
の
物
で
物

品
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
　
各
支
部
主
婦
の
会
幹
事

　
　
　
ま
た
は
、
組
合
の
中
村
・

　
　
　
三
好
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
さ
い
。

　
組
合
で
は
、
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
は
、

「
世
界
寺
子
屋
運
動
」
な
ど
へ
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
回
収
期
限
　
年
間
を
通
じ
て

　
実
施
し
ま
す
。

■
回
収
場
所
　
各
組
合
事
務
所

■
備
　
　
考
　
こ
ん
な
ハ
ガ
キ

　
が
役
立
ち
ま
す
。

　
・
住
所
を
書
き
間
違
え
た

　
・
汚
れ
た
な
ど
…

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

　　今月は、喫煙について考えたいと思います。
　その中でも、まずはタバコの歴史についてお
話したいと思います。

　タバコは、古来よりアメリカ大陸の先住民の間で、儀式
や供え物として珍重されてきました。とりわけ、朝鮮朝顔
などの幻覚作用のある植物を混ぜて吸引し、幻覚状態にな
ることで神や精霊とコミュニケーションをとれる道具とも
されてきました。以来、嗜好品として定着し、コロンブス
の新大陸発見でヨーロッパに伝わり、さらにヨーロッパ内
で戦争のたびに戦士への褒章としてまた鼓舞する道具とし
て使用されました。ちなみに、この頃は疫病予防になる「薬」
とも理解されていたようです。（今から考えると逆ですね）
その後、ポルトガルの来航によりアジアに広まり「万病薬」
として地位を得ました。日本にやってきたのも、ちょうど
その頃、織田信長の時代です。
　ちなみに最初の禁煙は、いつごろかご存知でしょうか?
実は、意外と古くローマ教皇が聖職者たちの喫煙を問題視
し、17世紀半ばには大聖堂内での禁煙を通達し、ローマに
ある有名なサンピエトロ大聖堂も禁煙が徹底されたとのこ
とです。また、イスラムの世界でも厳しい拒絶に遭います。
キリスト教の世界からもたらされたタバコはコーランの教
えに反するとしてオスマントルコでは、スルタン（皇帝）
によって禁止され喫煙は死刑と言う時代もあり25,000人
以上が処刑されたとも伝えられています。その他にも、イ
ンドのムガール帝国では喫煙すると唇を削ぎ落とすなど厳
しい刑罰が科されていたようです。ひとつの理由としては、
タバコの常習性が問題視されたのだと思います。
　さて、そのタバコの「薬効」ですが、19世紀になっても
タバコが「万病薬」だとの認識があり、予防薬としての信
仰を受けていました。しかしながら、19世紀の半ばにはニ
コチンが同定され、その毒性を人々が知ることなりその「信
仰」は衰退して行ったのです。
　現在でも、十分肩身が狭いと言われる方も多いとは思い
ますが、実際のところ喫煙に伴う健康被害は周囲の方にも
及んでいます。タバコの先から出る煙（副流煙）による受
動喫煙といわれるものです。また、喫煙者においては、長
期的な医療費も高くなることが知られているなど健康への
マイナスだけが注目されています。そう言った話を来月号
ではしたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岡本みつのり記】

喫煙について　パート①
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつののののののののののののののののののののりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののの医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医岡本みつのりの医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療ココココココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーコーナー
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ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ

書書書書書書書書書書書書書書書書
きききききききききききききききき
損損損損損損損損損損損損損損損損
じじじじじじじじじじじじじじじじ
ハハハハハハハハハハハハハハハハ
ガガガガガガガガガガガガガガガガ
キキキキキキキキキキキキキキキキ

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
ををををををををををををををををを
組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合
組
合
へへへへへへへへへへへへへへへへへ

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開
催催

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
ねね

組 織 部

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案
内内

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者者
に
な
り
ま
し
ょ
う

に
な
り
ま
し
ょ
う

熱
の
入
っ
た
指
導
を
す
る
書
記
局
員

税金対策部



　
東
支
部
は
、
全
建
愛
知
が
結

成
さ
れ
た
頃
か
ら
、
数
名
で
発

足
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
役
員
五
名
と
組
合
員

百
名
弱
の
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
は
、
千
種
支
部
と

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
毎
月
十
一

日
に
支
部
会
を
開
き
執
行
委
員

会
の
議
題
報
告
や
支
部
で
の

様
々
な
行
事
の
議
案
（
組
織
拡
大
・

学
習
会
・
住
宅
デ
ー
な
ど
）
を
検

討
し
、
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
支
部
で
は
、
青
年
部
や
主

婦
の
会
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

四
十
才
以
下
の
組
合
員
さ
ん
は

皆
、
青
年
部
員
で
す
。

　
支
部
の
新
年
会
・
総
会
に
是

非
ご
出
席
を
い
た
だ
き
若
い
方

の
パ
ワ
ー
と
、
活
発
な
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
青
年
部
、

そ
し
て
主
婦
の
会
を
結
成
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
支
部

の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。【
福
田
修
支
部
長
　
記
】

■
会
費
　
二
千
五
百
円

■
申
込
・
問
合
　
北
川

　
℡
０
５
６
２
―
４
６
―
８
０
２
５

　
胃
０
５
６
２
―
４
７
―
１
０
０
６

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／

　
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
＆
お
食
事
会

■
日
時
　
十
一
月
三
十
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
瑞
穂
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
一
千
円

■
持
物
　
ハ
サ
ミ

■
申
込
・
問
合
　
田
上

　
℡
０
５
２
―
８
８
９
―
７
１
６
３

千
種
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
的
矢
湾
の
旅

■
日
程
　
十
二
月
四
日
（
木
）

■
行
先
　
三
重
県
渡
鹿
野
島
温
泉

■
会
費
　
四
千
五
百
円
見
当

■
受
付
　
十
一
月
四
日
よ
り

　
定
員
満
了
次
第
〆
切
・

　
夫
婦
同
伴
可

■
申
込
・
問
合
　

　
山
下
一
枝
／

　
℡
０
５
２
―
７
７
１
―
９
７
１
１

　
吉
田
朝
恵
／

　
℡
０
５
２
―
７
３
１
―
１
４
０
６

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
二
日
（
日
）

■
会
場
　
岡
崎
公
園

海
部
津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
三
日
（
月
）

■
会
場
　
美
和
町
役
場

中
支
部
／
南
信
州
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
南
信
州

中
村
支
部
／
飛
騨
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
飛
騨
高
山

碧
海
支
部
／
リ
ン
ゴ
狩
り
＆
天
竜
舟
下
り

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
南
木
曽

西
尾
幡
豆
支
部
／
秋
・
京
都
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
八
日
（
土
）

■
行
先
　
京
都
・
嵐
山

旭
瀬
戸
支
部
／
新
幹
線
で
行
く
京
都
満
喫
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
京
都

海
部
津
島
支
部
主
婦
の
会
／
吉
本
新
喜
劇

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
海
遊
館
他

西
支
部
／
ワ
ク
チ
ン
接
種

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
会
場
　
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館

尾
北
支
部
／
な
に
わ
探
検
ク
ル
ー
ズ

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
大
阪
・
ク
ル
ー
ズ
と
道
頓
堀

北
支
部
／
北
陸
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
和
倉
温
泉

一
宮
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス
／
旧
尾
西
ボ
ウ
ル

天
白
支
部
／
北
陸
路
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
芝
政
ワ
ー
ル
ド
・
東
尋
坊

名
東
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
飛
騨
高
山
・
白
川
郷

北
支
部
主
婦
の
会
／
フ
ラ
ン
ス
料
理

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

■
会
場
　
ル
　
ピ
ニ
ョ
ン

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
程
　
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
太
閤
殿

中
村
支
部
青
年
部
／

　
　
　
　
　
勉
強
会
＆
交
流
会

■
日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
四
時
～
七
時

■
会
費
　
三
千
円

■
問
合
　
中
村
支
部
青
年
部
長
・
山
崎

　
℡
0
9
0
―
３
３
０
０
―
４
８
２
１

緑
支
部
主
婦
の
会
／

　
寄
せ
植
え
教
室
＆
お
食
事
会

■
日
時
　
十
一
月
二
十
日
（
木
）

■
会
場
　

　
食
事
　
午
前
十
一
時
三
十
分
～

　
　
　
　
柿
安
　
滝
の
水
店

　
お
花
　
午
後
二
時
～

　
　
　
　
サ
ン
リ
ョ
ー
白
土
店

旭
瀬
戸
支
部
／

　
リ
ボ
ン
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

■
日
時
　
十
二
月
六
日
（
土
）

　
集
合
…
午
前
九
時
四
十
五
分

　
開
会
…
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
幡
山
公
民
館

　
瀬
戸
市
幡
山
町
七
十
一

　
℡
０
５
６
１
―
８
７
―
４
０
０
０

■
会
費
　
無
料
（
昼
食
会
共
）

■
〆
切
　
十
一
月
二
十
日
（
木
）

■
持
参
　
ハ
サ
ミ

■
申
込
・
問
合
　
　
伊
藤
洋
子

　
℡
・
胃
０
５
６
１
―
８
６
―
０
８
４
０

天
白
支
部
主
婦
の
会
／
手
作
り
教
室

■
日
時
　
十
二
月
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

■
会
場
　
天
白
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
二
千
円
（
食
事
付
）

■
定
員
　
十
五
名

■
持
物
　
手
ふ
き
・
ハ
サ
ミ

■
内
容
　
お
正
月
用
ブ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

■
〆
切
　
十
一
月
十
五
日
（
土
）

■
申
込
・
問
合

　
森
安
／

　
℡
・
胃
０
５
２
―
８
０
１
―
７
６
６
５

　
平
賀
／

ス

タ

ッ

フ

ス

タ

ッ

フ
 

募

集

募

集

中中

◎
大
工
さ
ん
募
集

■
問
合
　
（
株
）
ア
オ
キ
建
築

　
　
名
古
屋
市
港
区
寛
政
町

　
会
社
　
０
５
２
―
３
８
２
―
４
５
４
８

■
年
齢
　
二
十
歳
～
二
十
五
歳

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い
　

名
古
屋
市
内
在
住
の

東・千種支部役員の皆さん

　
℡
・
胃
０
５
６
５
―
７
６
―
５
５
９
２

南
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
花
餅
作
り
教
室

■
日
時
　
十
二
月
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
二
百
円

■
定
員
　
三
十
名

■
〆
切
　
十
一
月
十
五
日
（
土
）

■
持
参
　
ハ
サ
ミ

■
申
込
・
問
合
　
片
山

　
℡
０
５
２
―
８
２
２
―
７
９
９
７

　
胃
０
５
２
―
８
２
１
―
８
４
７
１

春
日
井
支
部
青
年
部
・
主
婦
の
会
合
同
／

　
　
　
　
　
　

恒
例
餅
つ
き
大
会

■
日
時
　
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
正
午
～
午
後
二
時

■
会
場
　
春
日
井
市
如
意
地
区

　
学
習
等
共
用
施
設

　
（
春
日
井
南
高
校
正
門
前
）

■
備
考
　
豚
汁
・
栗
ぜ
ん
ざ
い

　
・
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
遊
び
に

　
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
／
青
年
部
　
宮
地

　
℡
０
９
０
―
７
３
０
３
―
１
３
５
４

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑧

こ
ん
に
ち
は
！
東
支

こ
ん
に
ち
は
！
東
支
部部
で
す
で
す

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

ンションや工場、そして一般住宅と幅広く手掛け、東海３県
の足場設置に駆け回っています。足場の設置は、けして派手
な仕事ではありません。しかし、現場に出入りする他の職人
さんの命を預かるたいへん重要な仕事を課せられています。
私は、プライドを持って仕事に励み、忙しい毎日を送ってい
ます。
　たまの休日は、女房と買い物に行ったり、趣味の車のメン
テナンスや洗車をして、楽しんでいます。
　そして、青年部の幹事として、4年になりますが、まだま
だ未熟ですが、先輩幹事や他の支部を見習って勉強していき

ます。
　今後も、本部・支部の
青年部をドンドン盛り
上げていきたいと思っ
ています。皆さん、ぜひ
ぜひ楽しい・お得な青年
部の行事に参加してみて
ください。きっと、大満足
していただけること間
違いなし。【村上明櫻幹事　記】

ラ
ブ
ラ
ブ
な
ご
夫
婦

青年部幹事

 村上  明櫻 
むらかみ あきお

　全建愛知の皆さん、こんにちは。
　今月号は、私、村上明櫻（29歳・中村支部所
属）の自己紹介をさせていただきます。
　家族は、姉さん女房の真由美と、ワイワイガ
ヤガヤ2人で楽しく過ごしています。
　仕事は、鳶職人をしています。主に、高層マ

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）
で

は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・
各
選

挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ
等
）
で

組
合
員
名
簿
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年
齢

等
を
表
記
開
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
を

組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

組
合
員
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱

個
人
情
報
取
り
扱
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご 案 内

現場賠償共済パートナ現場賠償共済パートナーー
「ごめんなさい」では済まない事故。どうしますか？

　全建愛知では、「現場賠償共済パートナー」を取り
扱っています。
　パートナーは、仕事の遂行（資材落下・機材倒壊等）
のために用いる施設（現場事務所・資材置場等）によっ
て、第三者の身体・生命を害したり、第三者の財物を
損壊したことにより、組合員の皆様が法律上の賠償責
任を負担することで被る損害を補償します。
　なお、請負業務の開始（着手）時、終了（引渡）時を問
わず、保険期間内に着手中の請負業務を補償対象とします。
＜保険期間＞
12月１日から翌年12月１日午後４時までの１年間とな
ります。※保険期間途中での加入も可能です。途中加入の
場合保険料をご入金された翌日からの補償となります。
＜３つのメリット＞
①建設工事や増改築工事等に伴って発生する、さまざ
　まな賠償事故を幅広く補償いたします。
②万一事故が発生した場合の賠償資力の確保により、
　経営の安定化がはかれます。
③組合員の皆様を対象とする制度ですので、個別に加
　入される場合に比べて割安な掛金（保険料）で加入
　することができます。
＜事故の例＞
・建築中の建物の屋根から鉄板が落下し通行人にケガを負わせた。
・クレーンが倒れ隣の民家を損壊させた。
・工事現場でコンクリートブロックの外壁が崩れ、通
　行人にケガをさせた。
　　ご自分の責任の遂行のためにも、施主への配慮の
　ためにも、「現場賠償共済パートナー」を仕事の
　パートナーとしてご検討ください。
　　加入・掛金、その他詳しくは、共済課／三好まで
　ご連絡ください。

制
限
さ
れ
る
方
や
、
ご
意
見
や

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
方
ま
た
は
近
郊
の
方
。

■
備
考
　
ノ
ミ
と
カ
ン
ナ
が
使
い
た

　
い
方
。
ま
た
は
使
用
経
験
の
あ
る
方
。

※
注
意
　
当
組
合
で
は
、
当
事
者
間
の
ト
ラ

　
ブ
ル
に
つ
い
て
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

◎
夕
焼
け
小
焼
け
～
の
…
！

　
『
稲
穂
も
色
付
き
は
じ
め
ま

し
た
。
朝
・
夕
、
赤
ト
ン
ボ
の
舞

が
と
て
も
綺
麗
で
す
』

　
【
中
川
区
／
伊
藤
辰
雄
さ
ん
】

※
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
ね
。

◎
秋
の
夜
長
を
楽
し
く
！

　
『
朝
に
は
強
く
、
夜
に
弱
い
私

で
す
が
、
秋
に
向
か
い
秋
の
夜

長
を
楽
し
め
る
よ
う
、
今
か
ら

少
し
ず
つ
夜
更
か
し
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
』

　
【
中
川
区
／
内
藤
富
子
さ
ん
】

※
さ
ぁ
、今
夜
は
何
を
し
よ
う
…
。

◎
メ
タ
ボ
に
ご
注
意
を
！

　
『
家
族
皆
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

り
を
し
ま
し
た
。
秋
は
、
食
欲
が

で
ま
す
。
栗
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
柿
、

み
ん
な
自
家
製
で
、
メ
タ
ボ
に

気
を
付
け
て
楽
し
い
秋
の
収
穫

で
す
』

【
碧
南
市
／
岩
月
美
智
子
さ
ん
】

※
お
腹
回
り
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。

◎
初
め
て
の
体
験
・
大
豪
雨
！

　
『
最
近
の
豪
雨
に
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
近
く
の
交
差
点
で
、

わ
り
と
低
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
す
が
、
車
が
三
台
プ
カ
プ
カ

浮
い
て
い
ま
し
た
！
こ
ん
な
こ

と
初
め
て
！
見
ま
し
た
』

　
【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
天
災
、気
を
付
け
な
け
れ
ば
。

◎
不
信
感
が
募
る
我
が
国
！

　
『
こ
の
と
こ
ろ
、
値
上
が
り
続

き
で
困
っ
て
い
ま
す
。
年
金
問

題
や
事
故
米
で
、
何
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？
国
は
、
き
ち
ん

と
責
任
を
取
っ
て
く
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
不
信
感
が
募
り
ま

す
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
欲
し

い
で
す
ね
』

【
春
日
井
市
／
端
本
和
子
さ
ん
】

※
ど
う
な
る
・
ど
う
す
る
麻
生
内
閣
日
本
。

◎
い
つ
ま
で
も
元
気
で
！

　
『
飼
い
犬
の
柴
犬
が
、
長
寿
犬

と
し
て
名
古
屋
市
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
制
度
が
あ
る
こ
と

す
ら
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
び
っ

く
り
で
す
。
十
七
年
と
十
一
ヶ

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑰
地
球
の
衛
星

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
一
月
十
四
日
ま
で
に
組
合

の
教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
リ
ン
ジ
コ
ッ
カ
イ

■
当
選
者

　
神
谷
た
ね
さ
ん
他
十
九
名

■
十
二
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
一
月
四
日
（
火
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
優
勝
監
督
が
宙
に
舞
う

③
人
の
労
働
に
対
し
て
支
払
う

　
…
…
費

⑤
渡
る
…
…
に
鬼
は
い
な
い

⑥
共
同
住
宅

⑧
ロ
ン
ド
ン
の
バ
ス
は
…
…
建
て
で
す

⑨
「
…
…
よ
さ
ら
ば
」
（
ヘ
ミ

　
ン
グ
ウ
ェ
イ
）

⑪
…
…
山
は
熊
本
県
に
あ
る
火

　
山
で
す

⑭
…
…
様
は
徳
川
家
康
の
尊
称

⑯
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と

⑱
選
挙
で
投
票
し
な
い
こ
と

⑲
う
ま
く
出
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
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【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
…
…
キ
ノ
コ
に
注
意

②
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ボ
ー
ル
を
判

　
定
す
る

③
…
…
発
生
、
パ
ト
カ
ー
急
行

④
…
…
両
成
敗

⑤
陸
と
陸
に
は
さ
ま
れ
て
、
海

　
の
せ
ば
ま
っ
た
部
分

⑥
危
険
信
号
の
色

⑦
一
割
の
半
分

⑧
武
士
に
…
…
は
な
い

⑩
首
の
長
い
動
物

⑫
全
部
の
数
を
合
わ
せ
る
こ
と

⑬
女
性
の
社
会
上
の
権
利

⑮
物
語
形
式
の
漫
画

⑯
よ
ろ
こ
び
と
か
な
し
み
。
　

　
…
…
こ
も
ご
も

【
編
集
後
記
】
先
日
、
書

記
局
員
の
研
修
旅
行
が
あ

り
高
山
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
愛
読
者

が
高
山
に
み
え
る
の
で
、

一
度
お
会
い
し
た
く
Ｏ
さ

ん
宅
を
探
し
ま
し
た
が
、時

間
切
れ
。
次
回
の
機
会
に
！

【
編
集
後
記
】
我
が
家
は

風
邪
ブ
ー
ム
。
俊
介
が
風

邪
を
ひ
く
と
、
次
に
優
希

が
…
続
い
て
奥
様
、
そ
し

て
自
分
と
面
白
い
よ
う
に

連
鎖
し
ま
す
。
う
が
い
・

手
洗
い
し
な
け
れ
ば
！

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

月
。
朝
は
主
人
が
、
夕
方
か
ら
は

私
と
散
歩
に
行
く
の
が
嬉
し
く
っ

て
、
今
ま
で
病
気
一
つ
せ
ず
、
元

気
に
留
守
番
と
い
う
大
役
を
こ

な
し
て
く
れ
て
ま
す
。
サ
ス
ケ

を
可
愛
い
が
っ
て
く
れ
る
近
所

の
皆
様
に
、
感
謝
の
一
言
に
尽

き
な
い
の
が
、
本
当
の
気
持
ち

で
す
』

　
　
【
緑
区
／
小
田
真
澄
さ
ん
】

※
可
愛
い
家
族
の
一
員
で
す
ね
。

◎
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
て
！

　
『
最
近
、
寝
る
前
に
長
男
（
中

三
）
が
、
足
の
裏
を
踏
ん
で
く
れ

ま
す
。
気
持
ち
よ
く
、
そ
の
ま
ま

寝
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
体
の

重
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
大
き
く

な
っ
た
な
ぁ
と
、し
み
じ
み
思

い
ま
す
』

　
【
津
島
市
／
浜
田
利
幸
さ
ん
】

※
親
子
の
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
素
敵
。

　
既
に
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ

れ
ご
承
知
の
と
お
り
、
前
田
雄

吉
衆
議
院
議
員
が
十
月
十
五
日

マ
ル
チ
商
法
業
界
と
の
不
適
切

な
関
係
の
問
題
の
責
任
を
と

り
、
民
主
党
離
党
と
次
期
衆
議

院
議
員
選
挙
の
愛
知
県
六
区

（
春
日
井
・
小
牧
・
犬
山
市
）

公
認
の
返
上
お
よ
び
立
候
補
辞

退
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
組
合
で
は
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
十

月
号
に
組
合
推
薦
候
補
者
と
し

て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
立

候
補
し
な
い
前
田
議
員
の
推
薦

を
取
消
し
い
た
し
ま
す
。
　

　
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
と
し
て
も
こ
の

衆
院
選
を
勝
利
し
、
私
た
ち
の

諸
要
求
実
現
で
き
る
よ
う
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
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